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環境省

里地里山保全再生モデル事業の取組み

神奈川県秦野市

秦野市の特性

・地下水と市民との関わり

・丹沢の自然

・農業と自然との関わり

秦野市の全景

地下水と市民との関わり

曽屋区水道「浄水工場」

不動の滝

弘法の清水
荒廃化した丹沢の山林

丹沢の自然

水源の森林づくり事業ボランティアによる里山整備活動

農地と自然

かつての葉たばこ栽培風景

農地と自然

ヤマビルの被害と
生態調査

鳥獣による
農作物への被害
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里地里山保全再生モデル事業
地域戦略

◆目標と基本方針◆
「里地里山の保全再生による地域社会の発展」
～葉たばこ栽培が盛んだった頃の里地里山を、市民の協働で保全再生～

◆目標と基本方針◆
「里地里山の保全再生による地域社会の発展」
～葉たばこ栽培が盛んだった頃の里地里山を、市民の協働で保全再生～

基本的考え方

農業者の意欲
市民ボランティアの熱意と力

・たばこ栽培で培った農村文化

・管理の行き届いた里山

・周辺農地原風景を再現

基本コンセプト

秦野市の多様な施策に有効な機能

市民が主体となったまちづくりを推進

・生物多様性の保全

・水源、地下水の保全

・活力ある生産・生活の場の創出

行政支援

地域戦略（全体図）
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北・西エリアにおける事業 ヤマビル生息調査

ヤマビル生息数調査概要

対照区
（落葉かきを実施しない区）

落葉かき区

シカ侵入防止柵

調査ポイント 杭

林
地
③
30
〜
46

歩道②
14～26 歩道①

1～13

シカ柵区
1～15

林地②
15-1～25-2 林地①

2-1～12-2

平成１７年９月５日、６日

ヤマビル生息調査

観測ポイントでヤマビルを採集して生息数を調査
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平成１７年１２月３日

枝打、下草刈りによる
里山整備

ヤマビルの生息数を調査した里山を整備

平成１８年１月２８日

落ち葉かきによる
里山整備

平成１８年６月７日・９月22日

整備した後の里山におけるヤマビルの
生息数を調査葉

整備した後の里山におけるヤマビルの生息数を調査

3試験区における
ヤマビル平均誘引捕獲数（1ﾎﾟｲﾝﾄ当り）の比較
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神奈川新聞２００６年９月２７日掲載記事

くずは青少年野外センター完成予定図
上エリアにおける事業
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柳川生き物の里

平成１７年９月２日、３日

生き物の里管理手法検討会

平成１７年１０月２９日

生き物の里保全再生活動

平成１８年３月１８日

生き物の里保全再生活動

水路畦畔づくりや水路畦畔へのセキショウの入植、水源の養生等を実施

平成１８年６月２８日

生き物の里 田植え

水源や水路の整備、あぜづくりに続き、草刈りや田植えを実施

渋沢丘陵エリアにおける事業 渋沢丘陵散策路整備
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市民の育成とその仕組みづくり

• 地域社会の変化
• ①地元の課題に即した活動計画づくりと実施
• ②市民ボランティアの養成
• ③フィールド登録・ボランティア登録
• ④活動団体の養成
• ⑤連携体制の構築

奥山

地域社会の変化

集落
集落

集落

集落

集落

雑木林

農地：荒廃農地増加
獣害

：荒廃地増加
鹿やヤマビルの増加

市街地
等

市街地、宅地、工場
非農林家市民の増加

保全活動の活発化
（市内に約15団体）

一部の都市部市民によるマナー違反
（ゴミ投棄、野菜泥棒、・・・）

農家・地権者
●意欲（生産・生活の場をより良くしたい）
●土地
▲市民への不信感

都市部市民
●熱意（生物保全・教育・癒しの場として守りたい）
●力・数
▲技術不足
▲一部市民のマナー違反

③フィールド登録 新たな活動地
行政の仲介

土地開放

①地元の課題に即した計画
づくり(地区別意見交換会)

②市民ボランティアの
養成

参加地元主体・市民参加
の実践活動 新団体の設立

⑤連携体制の構築

◆団体間の情報交換

◆連携事業の推進
・「里地里山の日」、初心者用「保全の手引き」の編集等普及啓発事業 他

◆行政等からの支援情報の連絡

◆団体間の情報交換

◆連携事業の推進
・「里地里山の日」、初心者用「保全の手引き」の編集等普及啓発事業 他

◆行政等からの支援情報の連絡

里山保全団体
秦野みどりの少年団
アイウエオサークル
かながわ山里会
秦野雑木林を守る会
まほろば里山林を育む会
宿矢名諏訪会
名古木里山を守る会
自然塾丹沢ドン会
四十八瀬川自然村
秦野スカウト会
神奈川育林隊
ＴＭ秦野里山の会
清水久保里山づくりの会
渋沢丘陵里地里山を楽しむ会
秦野炭焼研究会
菩提滝の沢保存会
エコフォーラム２２

生き物の里・
里地保全団体

柳川生き物の里管理運営協議会
渋沢生き物の里管理運営協議会
荒廃農地解消市民ボランティア
の会
アグリサポート
ゆうのうクラブ

地元・農業関係団体
森林関係団体等

秦野市農業協同組合
秦野市農業委員会
生産組合
まちづくり委員会

北小学校
渋沢小学校

賛同する企業等

秦野市森林組合
菩提生産森林組合
羽根生産森林組合
戸川三屋生産森林組合
横野造林組合
千村共有林管理組合
東西田原共有林組合

はだの里山保全再生
活動団体等連絡協議会

今後 必要な制度

ボランティアの
活動資金

ボランティアの
活動資金

里地里山活動から
生まれる資源

里地里山活動から
生まれる資源

ボランティアによる里山整備活動ボランティアによる里山整備活動

資源を有効に活用（流通・消費）資源を有効に活用（流通・消費）

持続的な活動を
可能とする
システムづくり

持続的な活動を
可能とする
システムづくり

里地里山保全再生モデル事業（福井県越前地域）
地 域 戦 略

昭和４０年代に越前西部に飛来した
コウノトリ「武生」
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越 前 市

地域の今を 見つめ直す
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？
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？
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活性化手法としての地元学
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できることから、日時を決めて、
皆に呼びかけて実施

•

計
画
の
た
め
の
計
画
よ
り
、
ま
ず
実
施

•

実
施
後
に
、
実
施
方
法
を
考
え
て
再
実
施

•

実
施
結
果
を
ま
と
め
て
、
情
報
発
信

越前市西部地域 自然環境・社会経済の状況

希少野生生物
豊かな生物多様性を支える環境

 

豊かな生物多様性を支える環境

複雑な地形、丘陵をヒダ状に刻む小さな谷
→谷ごとに小溜池や田んぼ
→両生類等、里地里山の生物の絶好の生息地

里地里山保全上の危機
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里地里山保全再生モデル事業 地域戦略
地 域 戦 略

・希少な野生生物が生息する自然環境の保全
希少野生生物等の調査と保全

水辺の生態系の保全再生

里山の保全

・希少な野生生物の保全を付加価値とした商品や仕事作り

環境保全型農業の推進

農産物のブランド化

地場産品の発掘・活用

地 域 戦 略
・環境学習と自然体験活動
小中学校での環境学習・自然体験活動の推進
地域住民への普及啓発

・地域外の人との交流と協働
エコ/グリーンツーリズムの推進
地域外の人との協働による自然再生活動
拠点の活用
情報発信

・人材の育成
希少野生生物保全指導員の養成
自然体験・環境学習指導者の発掘と活用

・推進体制の構築

○各集落一人以上
○研修内容
・希少野生生物の生態
・モニタリング・記録方法
・生息地維持管理方法

希少野生生物保全指導員

作業費
謝金

研修の

企画・実施

○担当箇所のモニタ
リングと維持管理

○環境学習等の指導

福
井
県
（平
成
17
〜
18
年
度
）

希少野生生物保全指導員による
モニタリングと生息地管理

地元農家が地域の自然環境保全と環境教育の担い手に

集落単位の生き物調査と水辺再生

平成19年度～ 農林水産省 農地・水・環境保全向上活動支援事

業

上黒川ビオトープの写真

ゲンゴロウ類、トンボ類、アカガエル、メ
ダカ等の生息地として再生

外来種駆除作戦
将来にわたりフナやゲンゴロウの池であってほしいから

平成18年11月5日
捕獲数
ブラックバス 233匹
コイ 25匹
ギンブナ 29匹
ドンコ 3匹
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エコ･グリーンツーリズムの推進 環境学習の推進

里地里山保全活動推進体制の構築

■学校
白山小学校
武生第五中学校
坂口小学校
武生二中坂口分校

■専門家
希少野生生物保護専門員
研究者

■自治会,振興会
白山公民館
しらやま振興会
うららの町づくり振興会
各集落

■活動団体等
希少野生生物保全指導員
さぎ草王国
越前市ｴｺﾋﾞﾚｯｼﾞ交流ｾﾝﾀｰ
郷の森里楽
環境文化研究所
丹南地域環境研究会
めだか連絡会
国際ロータリー第2650地区

■農林業関係者
武生市森林組合
白山商工会
JA白山支店
白山園芸部
白山土地改良区
白山稲作生産組合協議会

■行政機関等
越前市
福井県
南越農林総合事務所

保全再生活動
の連携・推進

今後 必要な制度

福井県重要里地里山30
越前西部を含む、生物多様性保全状重要な里

地里山地域30地域を福井県が選定

支
援

ふくい里地里山ネットワークふくい里地里山ネットワーク

・「ふくい里地里山いきいきプロジェ
クト」の推進

・里地里山保全活用講座、フォーラ
ム、里地里山移動 展示・講演会
などの開催

・会員の活動や研究発表会の場の
提供

・メルマガの配信とメーリングリスト
の開設による情報交換と成果の発
信

・里地里山の生物多様性の保全活
用活動への助成

後援
企業

キリン
ビール
福井支
社 他

後援
企業

キリン
ビール
福井支
社 他

里地里山保全再生モデル事業（福井県越前地域）
地 域 戦 略

昭和４０年代に越前西部に飛来した
コウノトリ「武生」

越 前 市



10

地域の今を 見つめ直す
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越前市西部地域 自然環境・社会経済の状況 希少野生生物

豊かな生物多様性を支える環境

 

豊かな生物多様性を支える環境

複雑な地形、丘陵をヒダ状に刻む小さな谷
→谷ごとに小溜池や田んぼ
→両生類等、里地里山の生物の絶好の生息地

里地里山保全上の危機
里地里山保全再生モデル事業 地域戦略
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地 域 戦 略

・希少な野生生物が生息する自然環境の保全
希少野生生物等の調査と保全

水辺の生態系の保全再生

里山の保全

・希少な野生生物の保全を付加価値とした商品や仕事作り

環境保全型農業の推進

農産物のブランド化

地場産品の発掘・活用

地 域 戦 略
・環境学習と自然体験活動
小中学校での環境学習・自然体験活動の推進
地域住民への普及啓発

・地域外の人との交流と協働
エコ/グリーンツーリズムの推進
地域外の人との協働による自然再生活動
拠点の活用
情報発信

・人材の育成
希少野生生物保全指導員の養成
自然体験・環境学習指導者の発掘と活用

・推進体制の構築

○各集落一人以上
○研修内容
・希少野生生物の生態
・モニタリング・記録方法
・生息地維持管理方法

希少野生生物保全指導員

作業費
謝金

研修の

企画・実施

○担当箇所のモニタ
リングと維持管理

○環境学習等の指導

福
井
県
（平
成
17
〜
18
年
度
）

希少野生生物保全指導員による
モニタリングと生息地管理

地元農家が地域の自然環境保全と環境教育の担い手に

集落単位の生き物調査と水辺再生

平成19年度～ 農林水産省 農地・水・環境保全向上活動支援事

業

上黒川ビオトープの写真

ゲンゴロウ類、トンボ類、アカガエル、メ
ダカ等の生息地として再生

外来種駆除作戦
将来にわたりフナやゲンゴロウの池であってほしいから

平成18年11月5日
捕獲数
ブラックバス 233匹
コイ 25匹
ギンブナ 29匹
ドンコ 3匹

エコ･グリーンツーリズムの推進
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環境学習の推進
里地里山保全活動推進体制の構築

■学校
白山小学校
武生第五中学校
坂口小学校
武生二中坂口分校

■専門家
希少野生生物保護専門員
研究者

■自治会,振興会
白山公民館
しらやま振興会
うららの町づくり振興会
各集落

■活動団体等
希少野生生物保全指導員
さぎ草王国
越前市ｴｺﾋﾞﾚｯｼﾞ交流ｾﾝﾀｰ
郷の森里楽
環境文化研究所
丹南地域環境研究会
めだか連絡会
国際ロータリー第2650地区

■農林業関係者
武生市森林組合
白山商工会
JA白山支店
白山園芸部
白山土地改良区
白山稲作生産組合協議会

■行政機関等
越前市
福井県
南越農林総合事務所

保全再生活動
の連携・推進

今後 必要な制度

福井県重要里地里山30
越前西部を含む、生物多様性保全状重要な里

地里山地域30地域を福井県が選定

支
援

ふくい里地里山ネットワークふくい里地里山ネットワーク

・「ふくい里地里山いきいきプロジェ
クト」の推進

・里地里山保全活用講座、フォーラ
ム、里地里山移動 展示・講演会
などの開催

・会員の活動や研究発表会の場の
提供

・メルマガの配信とメーリングリスト
の開設による情報交換と成果の発
信

・里地里山の生物多様性の保全活
用活動への助成

後援
企業

キリン
ビール
福井支
社 他

後援
企業

キリン
ビール
福井支
社 他


